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地質概説 

 土佐清水ジオパーク構想エリア南部の地質は、上部始新統〜下部中新統の清水層と

それを不整合で覆う三崎層群によって構成される。エリア内の清水層は、泥岩優勢の

砂泥互層が支配的で、オリストストロームと報告されている混在岩を挟むが、いわゆ

る異地性岩体に相当するオリストリスは含まれず、砂岩クラストのみから構成される

それらは Broken Formation (Raymond, 1984) に相当する。泥質基質は著しい非対称の

剪断組織を示し、砂岩クラストの定向配列を伴うことから、多くがテクトニックメラ

ンジュに相当する。 

 三崎層群は、下位から泥岩優勢砂泥互層の養老層、砂岩優勢砂泥互層の浜益野層、

そして砂岩が著しく卓越する竜串層に区分され、その総層厚は 3,000 m に達する（甲

藤・平、1978；木村、1985；奈良ほか、2017）。養老層と浜益野層は、硬質砂岩で構

成される一方、竜串層の砂岩は軟質で、波浪や人間活動による地形改編を受けてい

る。年代学的検討はほとんど行われていないが、唯一、内陸の上野地域において最下

部の養老層から前期中新世後期に相当する浮遊性有孔虫が報告されている（木村、

1985）。 

  さらに足摺岬においては花崗岩体が貫入しており、その年代は 12.95±0.06-13.12

±0.09 Ma と報告されている（Shinjoe et al., 2010）。 

（別記５－１） 



 土佐清水ジオパーク構想エリアの地質は、「海山の衝突」と「激動の日本列島」が

記録されていると考えられている。しかしながら、特に三崎層群の堆積年代（いつ堆

積したのか？）の直接的検討や被熱温度解析（どのくらいの温度を経験したのか？）

はなされていない。そのため、これらのイベントはいつ起こったのか？、Ⓑ両者の時

間的、地史的関係はどうか？は、はっきりわかっていない。同じ「激動の日本列島」

を記録しているエリア内でも、養老層の地層が黒色で固く続成が進んでいるにも関わ

らず、竜串層は白色で柔らかい。この違いがなぜ生じたかも不明である。 

 本研究では、同エリア内の地史を明らかにするために。ナンノ化石生層序とビトリ

ナイト（地層に含まれる炭質物）の反射率から堆積年代と被熱構造を検討した。 

 

研究方法 

 エリア内の清水層および三崎層群において現地調査を行い、炭質物を含む砂岩を合

計 14 箇所（海岸 11、内陸 3 個）採取した。また、その近傍で石灰質ナンノ化石抽出

用の泥岩試料（計 20 個）を採取した。なお、試料採取には、環境省環境省土佐清水自

然保護官事務所および高知県幡多土木事務所に申請を行った。 

 石灰質ナンノ化石の検討・観察には、対物レンズ 100 倍、接眼レンズ 15 倍の

偏光顕微鏡を用いた。検鏡用のスライドは高山（1978）が紹介したスミアスラ

イド法に作成すると共に、新藤・亀尾（2005）により紹介された遠心分離器お

よび分散剤を用いた濃集法も合わせて実施した。 

 炭質物の抽出・研磨・反射率の測定方法については、Yamamoto et al. (2017) に従っ

た。 

 

結果 

石灰質ナンノ化石 



 全 20 試料のうち，1試料から石灰質ナンノ化石が産出した。竜串港東の海岸

に露出する竜串層の砂岩・泥岩互層露頭で採取された泥岩（19081904）から，

Reticulofenestra 属の化石が産出した。この種は新生代を通じて産出し，時代

決定に有効な種ではない。そのため，本化石の産出をもって本層準の地質時代

を決定することはできない。 

ビトリナイト反射率 

 採取した試料のうち、海岸の１箇所（爪白）と内陸の２箇所（上野）においては、

反射率計測に至らなかった。爪白試料は、炭質物のほとんどがビトリナイトではなく

ヒュージナイトであった。また内陸の 2 試料は、炭質物がほとんど含まれておらず、

分離できなかった。 

 ビトリナイト計測ができた 11 試料のヒストグラムを図１に、その結果を表１に示

す。また、各採取地点と平均反射率を図２に示す。 

 清水層と三崎層群下部から得られた反射率は、2.38-4.49 と高いのに対し、竜串走破

0.71-1.54 と低い値が得られた。これらは、Sweeny and Bernam (1990) による計算式に

おいて被熱時間が 100 万年であったとすると、それぞれ最高被熱温度が 253-314˚C、

142-214 ˚C に相当する。特に千尋岬西方の竜串層は、0.71-0.9（142-164 ˚C）と低い結

果となった。さらに、調査地域の東部である落窪（浜益野層）から海中展望塔西部

（竜串層）にかけて、温度が徐々に低くなっている傾向が認められる。また、三崎断

層を挟んだ西部の清水層では温度が高い。 

 

ビトリナイト反射率の意義と今後の課題 

落窪（浜益野層）から海中展望塔西部（竜串層）にかけて、徐々に低くなっている

最高被熱温度は、約 13Ma に貫入した花崗岩体の影響である見込みが極めて高い。標

準偏差が高く、低品質のデータを除いても、浜益野（浜益野層）から三崎甫（浜益野/

竜串層）、竜串港東方（竜串層）にかけて約 50˚C ずつ最高被熱温度が高くなり、約



1.5 km の間に最高被熱温度が約 100˚C 上昇している。一方千尋岬西方の竜串層では、

約 1 km の間に上昇している最高被熱温度は約 20˚C である。この差は、浜益野層にく

らべ竜串層の熱伝導度が著しく小さく、効率的に花崗岩体の熱を伝えられなかったか

らと考えられる。 

 今後の課題の１つとして、清水層および三崎層群の各地質体試料の熱伝導度測定を

行い、上記仮説を実証することが挙げられる。さらに、その熱伝導度と足摺花崗岩体

の規模および地理から、今回得られた最高被熱温度分布を再現する被熱シミュレー

ションを実施すれば、花崗岩体の貫入温度および冷却史を詳細に検討できると期待さ

れる。 
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表 1 石灰質ナンノ化石結果  
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図１：土佐清水ジオパーク構想エリア内から得られたビトリナイ反射率のヒストグラ

ム。
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図２：土佐清水ジオパーク構想エリア内のビトリナイト試料採取地点と平均反射率。


